
世界遺産に沈む夕日「光の航路」

大牟田市岬町6-23

大人420円　小人210円

9:30～17:00
月曜（祝日の場合は翌平日） 、12/29～1/3

0944-53-2377

（西鉄バス）「イオンモール大牟田」下車　徒歩８分

　
明
治
41
（
１
９
０
８
）
年
竣
工
。
遠
浅
で
干
満
の
差

が
大
き
い
有
明
海
に
お
い
て
、
石
炭
積
み
出
し
用
の
大

型
船
の
入
港
・
停
泊
を
可
能
に
す
る
た
め
に
築
港
さ
れ

ま
し
た
。
干
潮
時
の
渠
内
（
ド
ッ
ク
）
の
水
位
を
保
つ

た
め
に
閘
門
（
水
門
）
が
設
け
ら
れ
、
築
港
当
時
の
ま

ま
、
今
も
現
役
で
稼
働
し
て
い
ま
す
。
年
に
２
回
、
日

没
の
方
位
が
２
４
７
度
と
な
る
、
１
月
と
11
月
の
中
・

下
旬
頃
に
は
、
夕
日
が
航
路
先
端
か
ら
閘
門
を
通
り
、

ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
る
「
光
の
航
路
」
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
周
辺
に
は
工
場
群
も
あ
り
、
工
場
夜
景
撮
影
も

お
す
す
め
の
エ
リ
ア
で
す
。

三池港
「光の航路」

1月中・下旬/11月中・下旬

（上）航路先端からまっすぐに光が伸びる「光の航路」。
（右）上空から見ると、ハチドリのような形から「ハミ
　　 ングバード」とも呼ばれる。

（上）かつての石炭採掘の様子が再現されたダイナミック
　　 トンネル
（右）「明治日本の産業革命遺産」のガイダンス施設でも
　　 ある

※開催日・時間の詳細は年により異なる
三池港１番岸壁付近（大牟田市新港町）

0944-41-2750問

56

時

所

世界
遺産

炭鉱を、このまちの歴史を知る

　
日
本
の
近
代
化
と
大
牟
田
の
発
展
を
支
え
て
き
た
三

池
炭
鉱
の
歴
史
と
技
術
や
、
石
炭
産
業
に
関
す
る
知
識

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
「
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産
」
の
紹
介
も
。
イ
チ
オ
シ
は
、
地
下
4
0
0

ｍ
の
坑
内
世
界
を
体
験
で
き
る
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ト
ン

ネ
ル
」
。
三
池
炭
鉱
で
行
わ
れ
て
い
た
石
炭
採
掘
の
様

子
を
、
実
際
の
機
械
を
見
な
が
ら
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
三
池
炭
鉱

に
関
わ
っ
た
人
々
の
証
言
を
テ
ー
マ
別
に
視
聴
で
き
る

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
や
、
様
々
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
っ
て
遊
ぶ
仕
掛
け
を
集
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

問
交

（西鉄バス）「三川町一丁目」下車　
徒歩5分

交

休
時
料
所

大牟田市石炭産業科学館

大牟田の近代化産業遺産
ホームページ

大牟田市石炭産業科学館
ホームページ




